
第42回大会〕

Ｅ。住　居　５月26日（土）

E 1

第９会場 午前9:00～12:00

心理的空間としての公室・私室に関する研究

　　（第I 報）公室・私室の実態

　　　　　　　　　　　　　　甲子園短大

　　　　　　　　　　　　　　大阪大人間科学

住　居　211

○矢沢正子

　山本恵子

目的：家族員の生活時聞か多様化してきたことや各室に耐久消費財か普及したこと等によ

り、住まいにおける公室・私室での生活内容、それらに対する考え方が変容してきている

と思われる。本研究は、こうした実態を明らかにすると共に、これらの空間か居住者１人

１人の心理的内面世界の中で、どのように位置づけられているのかを捉えることを目的と

する。公室として「家族が何となく集まってくることの多い部屋」、私室として「自分（

たち）だけの決まった部屋」を呈示し、イメージの分析を行った。また、イメージを形成

している要因を検討することにより、今後の住生活のあり方を探ろうとした。本報では、

公室・私室の現状を考察する。

方法；阪神間の女子短大生( 自宅通学生）を対象にアンケート貰杢を実施した。有効回収

数は232　票、調査時期は1989年12月である。

結果：①８割が、自宅で週5 日El上夕食をとるか、家族か全員檎うことは少ISく、そのこ

とに対して７割か何も感じていない。②食事以外に家族か集まる機会は、「よくある」群

と「時々ある」「ない」群に２分する。主たる内容は、７割かＴＶを見ることである。③

佃室については、7 割が1人の専用室、2 割が姉妹との共用室である。親の出入りや佃室

内生活への干渉は半数以上の世帯でみられる。④佃室の希望としては、ＴＶ・電話の持ち

込み要求か強い。⑤住宅内における午後の生活時間（どこに碓と居たか）を騎べぷと、佃

室滞在時間は、睡眠を除いてAV. 84. 9　分であるか、ＴＶ・ＶＴＲ・電話の設置によって滞

在時間が延長している。家族の誰かと公室に滞在した時間はAV. 130.1分である。

E 2 心理的空間としての公室・私室に関する研究

　　（第２報）公室・私室のイメージ

　　　　　　　　　　　　　大阪大人間科学

　　　　　　　　　　　　　甲子園短大

○山本恵子

　矢沢正子

目的：本報では、公室・私室のイメージを表す50対の形容語について、各々平均値の差の

検定を行い、両者の相違を捉え、-そのイメージの規定要因を探り出すことを目的とする。

方法：　調査対象は前報に同じ。公室・私室のイメージの把握には、住まいに関する形容語

を50対選択し、5 段階評定のS D 法として採用した。

結果: ①公室イメージと私室イメージについてｔ検定を行った結果、50対の項目の内、29

対の項目において、有意差か認められた（p ＜0.01）。nイメージを比較すると、公室に対

して、より「楽しい」「明るい」「意欲的な」「きちんとした」「健康な」イメージかも

たれている。また、本来、コミa ニケーションかスムーズに展開されていることを示す形

容語と考えられる「おしゃべりな」「親しい」「開放的な」「話しやすい」「にぎやかな」

イメージが認められる。この点は、前報で述べた現状とのズレを示すものである。R 公室

イメージに作用する要因を検討すると、物理的粂件としての住宅水準よりも家族の集まる

頻度や、集まって行う行為の内容の方が、強く規定している。即ち、実態として家族の集

まる頻度か多い群に、より「明るい」「すてきな」「安らかな」イメージか、会話のある

群に、より「充実した」「すてきな」「あたたかい」イメージか認められる。こうした傾

向は物理的に一定の水準を満たしていても、その中での生活行為か伴わなければ、稜極的

なイメージ価の向上にはつなからないことを示唆している。③私室イメージは、従来、公

室の設備であったＴＶや電話か複数所有となり、佃室に持ち込まれたことの彫響か認めら

れる。特に電話のある群の方かない群より、「快い」「すてきな」イメージを示した。


